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紹
介
と
批
評

H
　
ス
ミ
ス
著

松
尾
尊
充
・
森
史
子
訳

1
『
新
人
会
の
研
究
』

　
寓
①
づ
『
圃
U
o
≦
一
簿
ω
ヨ
津
ダ
＝
の
．
軌
｝
”
℃
”
⇒
．
の
男
罵
馨
ω
葺
儀
①
旨
国
四
島
o
巴
の
．
、

が
鵠
貰
苺
益
q
巳
く
震
巴
蔓
即
①
の
の
か
ら
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
七
二
年
で

あ
つ
た
。
そ
こ
に
は
前
人
未
踏
の
新
人
会
の
研
究
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
す
み
や
か
な
る
日
本
語
へ
の
翻
訳
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
松
尾
尊
究
京

大
助
教
授
、
森
史
子
（
日
本
貿
易
協
会
〈
ワ
シ
ン
ト
ン
〉
政
経
調
査
会
主
任
）
氏
に
よ

り
『
新
人
会
の
研
究
ー
日
本
学
生
運
動
の
源
流
』
と
し
て
翻
訳
出
版
さ
れ
た

こ
と
は
、
こ
の
方
面
の
研
究
者
へ
の
貴
重
な
賜
物
で
あ
る
。
松
尾
助
教
授
が
、

「
訳
老
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、
こ
の
日
本
語
版
は
　
「
単
な
る
翻
訳
で
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
書
刊
行
に
あ
た
り
、
原
著
書
は
そ
の
後
の
自
・
他
の
研

究
に
も
と
づ
き
、
随
所
に
改
訂
の
筆
を
加
え
た
か
ら
で
あ
る
」
（
三
二
三
頁
）
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
原
著
の
単
な
る
翻
訳
で
は
な

い
・
原
著
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
研
鐙
の
跡
が
歴
然
と
読
み
と
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
　
（
六
〇
〇
）

　
新
人
会
は
主
と
し
て
東
京
帝
国
大
学
出
身
者
・
在
校
生
に
よ
り
大
正
七
年
に

創
立
さ
れ
、
昭
和
四
年
に
解
散
し
た
。
新
人
会
が
持
つ
第
一
の
意
味
は
、
わ
が

国
学
生
運
動
の
源
流
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
は
こ
の
会
が
、
わ

が
国
に
お
け
る
多
数
の
そ
し
て
各
方
面
の
有
能
な
指
導
者
を
輩
出
し
た
こ
と
で

（
1
）

あ
る
。
新
人
会
の
綜
合
的
研
究
は
誰
か
が
は
じ
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
現

代
日
本
史
研
究
上
の
重
要
課
題
で
あ
つ
た
。
こ
れ
ま
で
新
人
会
に
関
す
る
部
分

的
な
研
究
は
存
在
し
た
が
、
綜
合
的
研
究
は
皆
無
で
あ
つ
た
。
現
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
準
教
授
で
あ
る
ス
ミ
ス
氏
は
二
百
五
十
点
を
上
回
る
参
考
文
献
に
目

を
通
し
、
三
百
六
十
人
以
上
の
会
員
の
姓
名
の
読
み
方
、
出
身
高
校
と
卒
業
年

度
、
東
大
所
属
学
科
卒
業
年
度
、
生
没
年
を
探
究
し
、
二
八
名
の
旧
姓
及
び
ペ

ン
ネ
ー
ム
を
解
明
し
、
三
七
名
の
会
員
か
ら
聞
き
と
り
調
査
を
す
る
と
い
う
驚

く
ぺ
き
大
探
究
の
上
に
、
こ
の
大
著
を
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
七
名
か
ら

の
聞
き
と
り
は
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
膨
大
な
参
考
文
献
か
ら
ペ

ン
ネ
ー
ム
ま
で
の
苦
労
の
研
究
成
果
を
巻
末
に
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
収
録
だ

け
を
も
つ
て
し
て
も
大
研
究
で
あ
り
、
こ
の
方
面
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
絶
大

で
あ
る
。
さ
ら
に
会
員
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
写
真
が
三
十
枚
近
く
掲
載
さ
れ
、

『
新
人
会
々
報
』
、
『
赤
門
戦
士
』
、
「
新
人
会
の
解
体
に
関
す
る
声
明
書
」
と
い

う
貴
重
な
資
料
三
点
も
写
真
に
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
脱
帽
の
外
な
い
。

H

　
本
書
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
ス
ミ
ス
氏
は
、
新
人
会
の
青
年
た
ち
を
含
む

近
代
日
本
の
知
識
人
が
「
徳
川
時
代
以
来
の
基
本
的
な
流
通
観
念
」
（
原
典
で
は

・
、
富
ω
一
〇
ぎ
冨
＝
①
9
q
巴
霧
ω
⊆
導
℃
瓜
目
ぎ
ぎ
ユ
8
α
h
『
o
g
9
Φ
↓
o
屏
q
肉
帥
巧
四



冨
ユ
＆
．
、
と
な
つ
て
い
る
）
で
あ
る
①
自
分
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
エ
リ
ー
ト
で
あ

る
、
②
行
な
い
の
正
し
い
人
が
政
治
を
行
な
う
べ
ぎ
で
あ
る
、
③
統
治
者
が
良

い
政
治
を
行
な
お
う
と
思
え
ば
、
ま
ず
儒
教
の
根
本
原
理
の
学
習
に
つ
と
め
な

け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
、
と
い
う
考
え
方
を
持
つ
て
い
た
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
エ
リ
ー
ト
が
正
し
く
、
　
良
い
政
治
を
行
な
う
と
い
う
場
合
の

「
正
し
い
」
と
は
何
か
、
「
良
い
」
　
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

が
具
体
的
に
突
き
詰
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
ス
ミ
ス
氏
は
そ
の
点
の
検
討

を
す
る
こ
と
な
し
に
、
近
代
日
本
の
青
年
に
つ
い
て
、
明
治
の
青
年
は
国
家
中

心
主
義
型
青
年
か
ら
自
我
強
調
主
義
型
青
年
へ
と
変
化
し
、
大
正
時
代
に
な
る

と
青
年
は
社
会
青
年
に
変
化
す
る
と
い
う
、
従
来
多
く
の
人
び
と
に
よ
つ
て
分

類
さ
れ
て
き
た
も
の
と
大
差
な
い
分
類
を
機
械
的
に
用
い
て
し
ま
う
。
徳
川
時

代
か
ら
明
治
、
大
正
を
通
じ
て
日
本
の
知
識
青
年
は
一
貫
し
た
「
基
本
的
な
流

通
観
念
」
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
か
つ
た
か
。
そ
れ
が
「
国
家
中
心
」
、
「
自

我
強
調
」
、
「
社
会
」
等
々
と
い
う
が
ご
と
き
、
そ
れ
自
身
が
他
と
異
な
る
意
味

を
有
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
じ
つ
に
対
立
矛
盾
す
る
文
字
に
お
い
て
表
現
さ
れ

な
く
て
は
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
時
代
に
よ
り
青
年
の
本
性
が
変
化
し
て
は
ス
ミ
ス
氏

の
主
張
に
一
貫
性
が
欠
け
る
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ス
、
・
・
ス
氏
は
新
人
会
に
参
加
し
た
青
年
を
「
民
族
独
立
や
自
我
の
確
立
よ
り

は
国
内
の
階
級
対
立
」
に
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な
つ
た
「
社
会
青
年
」
と
規

定
し
、
そ
の
視
角
か
ら
新
人
会
を
分
析
す
る
。
そ
の
視
角
に
お
い
て
新
人
会
結

成
の
動
機
、
そ
れ
の
思
想
、
組
織
、
活
動
を
論
及
す
る
が
、
「
社
会
青
年
」
と

い
う
視
角
と
、
そ
の
視
角
の
前
提
で
あ
る
べ
き
近
代
日
本
の
青
年
の
持
つ
た

「
基
本
的
流
通
観
念
」
と
が
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
こ
の
結
び
つ
き
が
整
理
さ

　
　
　
紹
介
と
批
評

れ
て
い
な
い
た
め
に
新
人
会
員
の
言
動
が
統
一
的
に
把
握
さ
れ
な
い
で
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
一
点
が
本
書
を
通
じ
て
抱
く
最
大
の
疑
問
で
あ
る
。
そ

の
他
の
点
に
お
い
て
は
大
き
な
疑
問
は
な
い
。

皿

　
「
第
一
章
　
戦
前
目
本
の
大
学
制
度
」
は
、
戦
前
の
わ
が
国
に
お
け
る
小
学

校
か
ら
大
学
ま
で
の
学
校
制
度
と
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
点
、
日

本
人
以
外
の
研
究
者
へ
の
良
き
ガ
イ
ド
に
な
つ
て
い
る
。
「
第
二
章
　
学
生
運

動
の
起
源
」
で
は
明
治
時
代
の
学
生
運
動
と
大
正
時
代
の
そ
れ
と
の
質
の
差
を

論
ず
る
こ
と
か
ら
、
大
正
期
の
国
の
内
外
の
激
動
に
刺
激
さ
れ
て
誕
生
し
た
大

学
普
及
、
労
学
提
携
、
麻
生
久
と
そ
の
仲
間
た
ち
、
東
大
法
学
部
の
緑
会
弁
論

部
の
成
立
が
巧
み
に
要
約
さ
れ
、
以
上
の
四
組
織
が
合
流
し
て
新
人
会
が
創
設

さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
が
論
じ
ら
れ
る
。

　
「
第
三
章
　
前
期
新
人
会
の
活
動
（
一
九
一
八
年
－
一
九
一
二
年
）
」
に
お
い
て

は
、
「
新
人
会
は
、
は
つ
き
り
し
た
計
画
の
も
と
に
と
い
う
よ
り
は
形
を
成
さ

な
い
美
辞
麗
句
か
ら
生
ま
れ
た
」
（
四
七
頁
）
と
新
人
会
の
創
立
を
要
約
す
る
。

甘
美
な
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
昂
揚
期
に
結
成
さ
れ
た
新
人
会
は
、
そ
の
使
用

す
る
表
現
に
お
い
て
新
し
さ
、
明
る
さ
、
完
全
さ
、
世
界
的
、
人
民
、
若
さ
、
自
然

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
く
り
返
し
用
い
て
い
た
。
主
張
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は

非
物
質
的
目
的
の
強
調
と
い
う
点
に
お
い
て
宗
教
的
で
あ
つ
た
、
そ
れ
は
キ
リ

ス
ト
教
的
色
合
い
を
帯
び
て
い
た
、
地
方
遊
説
は
福
音
伝
道
的
情
熱
的
で
あ
つ

た
、
輸
入
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
混
乱
し
て
お
り
、
同
会
の
機
関
誌
を
飾
つ
た

西
洋
思
想
家
の
肖
像
画
は
ル
ソ
ー
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
マ
ル
ク
ス
、
ク
・
ポ
ト
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
六
〇
一
）



紹
介
と
批
評

ン
、
リ
ン
ヵ
ー
ン
、
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
等
で
あ
つ

た
、
と
い
う
。
ス
ミ
ス
氏
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
が
、
明
治
社
会
主
義
を
研

究
し
て
い
る
者
は
、
ス
ミ
ス
氏
が
新
人
会
を
分
析
L
た
結
果
を
そ
つ
く
り
明
治

社
会
主
義
者
の
結
社
で
あ
つ
た
平
民
社
の
イ
メ
ー
ジ
、
主
張
、
宣
伝
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
混
乱
ぶ
り
な
る
も
の
を
要
約
す
る
揚
合
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
気
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
は
平
民
社
も
、
新
人
会
も
同
質
の
面
を

有
す
る
が
新
人
会
は
イ
デ
オ
・
ギ
ー
に
お
い
て
ソ
ビ
エ
ト
共
産
主
義
を
紹
介

し
、
人
民
の
中
へ
入
つ
て
い
く
こ
と
に
強
烈
に
憧
憬
し
、
労
働
組
合
の
結
成
に

努
力
し
総
同
盟
内
の
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ジ
カ
リ
ス
ト
派
の
衝
撃
を
受
け
て
動
揺

し
た
と
い
う
労
働
組
合
と
の
か
か
わ
り
合
い
等
は
、
第
一
次
大
戦
、
ロ
シ
ア
革

命
、
労
働
運
動
勃
興
期
の
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
明
治
時
代
に
は
な

か
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
第
四
章
　
学
生
運
動
の
全
国
的
発
展
（
一
些
三
年
ー
一
九
二
五
年
）
」
の
章

に
お
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
の
民
人
同
盟
会
、
建
設
者
同
盟
、
暁
民
会
の
成
立

が
紹
介
さ
れ
る
。
日
本
共
産
党
の
結
成
に
触
発
さ
れ
て
学
生
運
動
の
横
の
連
合

で
あ
る
学
生
連
合
会
が
成
立
し
、
縦
の
統
合
で
あ
る
高
等
学
校
連
盟
が
成
立
す

る
。
そ
れ
ら
の
組
織
が
発
展
す
る
と
、
学
生
運
動
が
無
産
運
動
の
一
翼
を
担
う

に
至
る
過
程
が
論
述
さ
れ
る
。
学
生
連
合
会
の
中
心
は
新
人
会
と
建
設
者
同
盟

で
あ
る
。
高
等
学
校
連
盟
は
新
人
会
と
地
方
の
高
等
学
校
の
間
に
生
ま
れ
た
縦

の
連
絡
で
あ
つ
た
。
こ
の
連
盟
に
加
入
で
き
る
者
は
も
つ
と
も
献
身
的
な
共
産

主
義
者
に
限
ら
れ
て
い
た
。
や
が
て
高
等
学
校
連
盟
か
ら
菊
川
忠
雄
、
是
枝
恭

二
、
林
房
雄
が
新
人
会
に
入
り
、
後
期
新
人
会
を
リ
ー
ド
す
れ
ば
、
早
大
に

お
い
て
も
戸
叶
武
、
松
尾
茂
樹
、
伊
藤
丑
之
助
と
い
う
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
が
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
　
　
（
六
〇
二
）

現
し
、
学
連
は
新
し
い
運
動
を
展
開
す
る
に
至
る
。
一
つ
は
学
生
自
治
を
拡
大

す
る
運
動
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
大
学
に
直
接
関
連
す
る
政
治
的
抗
議
運
動
で

あ
る
。
過
激
化
し
た
学
生
運
動
は
、
関
東
大
震
災
、
白
色
テ
ロ
ル
に
よ
り
冷
静

さ
を
と
り
も
ど
す
。
新
人
会
は
菊
川
忠
雄
の
指
導
に
よ
り
リ
ベ
ツ
化
（
自
由

化
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
会
員
は
増
加
し
、
学
内
の
穏
健
な
宣
伝
活
動
に
専
心
す

る
よ
う
に
な
る
。
新
人
会
の
内
部
の
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

学
連
自
体
も
大
き
く
伸
び
る
。
新
人
会
は
学
連
の
中
に
占
め
る
組
織
力
、
影
響

力
と
い
う
点
で
卓
越
し
て
い
た
。
新
人
会
も
学
連
も
学
内
に
お
い
て
は
リ
ベ
ツ

化
さ
れ
る
が
、
学
外
の
無
産
階
級
運
動
と
の
関
係
に
お
い
て
は
理
論
的
に
左
傾

化
し
、
学
生
は
可
能
な
る
範
囲
に
お
い
て
無
産
者
階
級
運
動
に
貢
献
せ
し
む
る

た
め
に
労
働
教
育
運
動
に
対
す
る
援
助
を
す
る
と
い
う
段
階
か
ら
学
生
運
動
は

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
を
指
導
精
神
と
し
て
無
産
階
級
運
動
の
一
翼
と
な

つ
て
活
動
す
べ
し
、
と
決
議
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
く
。
学
生
、
労
働
者
と
の
間

に
同
志
的
連
帯
を
結
ぼ
う
と
努
力
し
た
が
、
「
そ
の
す
ぐ
下
に
は
、
両
者
を
へ

だ
て
る
自
分
、
特
権
・
教
育
の
深
い
溝
が
あ
っ
て
、
学
生
運
動
家
の
ジ
レ
ソ
マ

と
な
つ
て
い
た
。
学
生
が
ど
ん
な
に
謙
虚
な
態
度
を
と
つ
て
も
、
労
働
者
の
側

で
は
獄
中
で
も
獄
外
で
も
学
生
の
ほ
う
が
は
る
か
に
寛
大
に
取
り
扱
わ
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
た
し
、
又
そ
の
思
う
理
由
も
十
分
あ
つ
た
」
（
二
四
頁
）
と
い

う
指
摘
は
見
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
「
第
五
章
　
新
人
会
の
学
内
運
動
（
一
九
…
二
年
－
一
九
二
八
年
）
」
の
章
に
お

い
て
は
、
地
味
な
学
内
の
活
動
に
ふ
れ
て
い
る
。
左
翼
文
献
の
読
書
会
で
あ
る

社
会
科
学
の
研
究
、
新
人
会
に
お
い
て
唯
一
正
統
な
思
想
と
な
つ
た
ソ
ビ
エ
ト

共
産
主
義
の
系
統
的
な
読
書
会
、
シ
ン
パ
の
獲
得
と
会
員
以
外
の
分
野
に
お
い



て
も
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
下
に
誘
い
込
む
努
力
の
継
続
、
公
開
講
演
会
、
新

人
会
の
外
郭
組
織
で
あ
る
社
会
科
学
研
究
会
の
創
設
等
々
が
活
動
の
一
部
で
あ

る
。
学
外
の
危
険
な
運
動
に
比
較
し
て
、
学
内
の
活
動
は
地
味
で
は
あ
る
が
安

全
圏
で
の
活
動
で
あ
り
、
長
い
目
で
見
た
場
合
、
そ
の
効
果
は
大
な
る
も
の
が

あ

つ
た
。

　
　
「
第
六
章
　
福
本
イ
ズ
ム
の
時
代
（
一
九
二
六
年
－
一
九
二
八
年
）
」
に
お
い
て

は
、
福
本
イ
ズ
ム
な
る
も
の
は
長
々
し
い
新
語
と
難
解
な
用
語
、
わ
ず
ら
わ
し

い
ま
で
の
翻
訳
調
で
あ
つ
た
か
ら
、
半
解
の
ま
ま
で
も
こ
れ
に
つ
い
て
い
け
る

も
の
は
知
識
人
だ
け
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
に
再
建
さ
れ
た
日
本
共
産
党
に
お

い
て
福
本
和
夫
が
理
論
的
指
導
者
と
な
る
と
、
福
本
イ
ズ
ム
を
真
似
で
き
る
学

生
が
当
然
党
内
に
お
い
て
急
速
に
上
昇
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
三
・
一
五
事

件
関
係
被
告
三
七
名
中
一
四
名
が
新
人
会
出
身
者
で
あ
つ
た
。

　
　
「
第
七
章
弾
圧
」
及
び
　
「
第
八
章
　
学
生
運
動
地
下
潜
行
の
時
代
（
一
九
二

八
年
ー
一
九
三
四
年
）
」
は
、
　
一
九
二
八
年
三
月
一
五
日
の
共
産
党
大
検
挙
事
件

以
後
、
学
生
運
動
に
対
す
る
当
局
の
取
締
り
が
き
び
し
く
な
り
、
新
人
会
も
一

九
二
九
年
一
一
月
壬
二
日
に
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
共
産
主
義
運
動
の
先
兵
と
化
し
た
学
生
運
動
は
、
共
産
主
義
に
対
す
る

取
締
り
の
強
化
に
比
例
し
て
取
締
ら
れ
て
い
つ
た
。

　
　
「
第
九
章
新
人
会
員
の
出
身
と
そ
の
後
の
経
歴
」
に
お
い
て
は
、
新
人
会

員
は
一
つ
の
同
質
的
グ
ル
ー
プ
で
は
な
い
、
出
身
階
層
は
小
作
人
か
ら
大
地
主

ま
で
均
等
に
分
布
し
て
い
た
、
彼
等
は
中
学
か
ら
高
校
時
代
に
は
・
シ
ア
文
学

を
も
つ
と
も
広
く
読
ん
で
い
た
、
会
員
の
一
生
は
大
部
分
道
徳
的
潔
癖
で
あ
つ

た
、
利
己
主
義
で
権
力
欲
が
強
く
道
徳
的
に
ル
ー
ズ
と
い
つ
た
人
物
は
ま
れ

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

で
あ
つ
た
等
々
の
分
析
は
、
デ
ー
タ
ー
を
そ
ろ
え
て
い
る
た
め
に
説
得
的
で
お

る
。
ス
ミ
ス
氏
は
、
新
人
会
員
の
卒
業
後
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
も
論
及
し
、
そ

れ
を
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
わ
け
る
。
e
合
法
的
な
無
産
運
動
に
従
事
し
た
人

び
と
、
ω
と
き
の
権
力
に
接
近
し
て
日
々
に
強
ま
る
軍
部
支
配
を
抑
制
す
べ
く

積
極
的
に
活
動
し
た
人
び
と
で
、
こ
こ
に
入
る
者
は
前
期
新
人
会
に
属
す
る
者

に
多
か
つ
た
。
㊧
左
翼
思
想
の
抱
懐
者
と
し
て
取
締
り
を
受
け
た
人
び
と
、
㊨

文
学
、
芸
術
方
面
に
進
出
し
た
人
び
と
、
㈲
共
産
主
義
者
と
し
て
投
獄
さ
れ
た

人
び
と
で
、
五
番
目
の
項
に
入
る
者
が
最
も
多
く
、
大
部
分
は
後
期
新
人
会
に

属
し
た
、
と
す
る
。
新
人
会
を
簡
明
に
理
解
さ
せ
る
に
役
立
つ
て
い
る
。

　
最
後
の
章
は
「
第
一
〇
章
　
新
人
会
の
歴
史
的
位
置
」
と
し
、
そ
れ
は
「
社

会
運
動
の
知
性
化
」
を
も
た
ら
し
、
「
戦
後
学
生
運
動
へ
の
遺
産
」
を
の
こ
し

た
と
い
う
二
点
を
あ
げ
る
。

w

　
以
上
の
『
新
人
会
の
研
究
』
の
要
約
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
人
会

は
初
め
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
昂
揚
期
に
お
い
て
甘
美
な
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」

を
旗
印
に
誕
生
し
た
が
、
大
正
の
社
会
思
想
が
左
へ
左
へ
と
流
行
し
て
い
く
な

か
で
、
新
人
会
も
ま
た
漸
次
左
旋
回
を
つ
づ
け
、
戦
前
の
マ
ル
ク
ス
主
義
陣

営
の
崩
壊
と
共
に
消
滅
し
た
。
ス
ミ
ス
氏
は
、
時
折
、
「
コ
、
・
・
ン
テ
ル
ン
の
指

令
に
ま
る
ご
と
公
式
主
義
的
に
し
た
が
う
こ
と
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
日
本
の
学

生
自
体
の
問
題
へ
は
ほ
と
ん
ど
注
意
が
払
わ
れ
な
か
つ
た
」
（
一
八
二
頁
）
と
こ

ろ
に
三
・
一
五
事
件
以
後
の
学
生
運
動
の
衰
弱
の
原
因
が
あ
る
と
か
、
あ
る
い

は
ま
た
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
は
日
本
の
学
生
に
目
本
の
民
族
性
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
六
〇
三
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

題
に
対
す
る
説
得
的
な
答
え
を
与
え
て
い
な
か
つ
た
の
で
」
（
一
九
五
頁
）
当
局

の
転
向
政
策
は
成
功
し
た
と
述
べ
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
「
新
人
会
員

は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
普
遍
的
な
教
義
に
一
議
に
及
ば
ず
傾
倒
す
る

の
み
で
、
日
本
文
化
の
特
性
に
つ
い
て
論
理
的
な
究
明
を
行
な
う
こ
と
を
怠
っ

た
」
（
二
一
九
頁
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
分
析
で
あ
る
が
、
ス

ミ
ス
氏
は
左
へ
左
へ
と
移
行
す
る
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
日
本
社
会
思
想

界
の
動
向
と
、
そ
れ
に
雷
同
し
て
い
く
新
人
会
、
学
生
運
動
の
動
向
を
ど
う

評
価
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
点
に
明
解
さ
を
欠
く
と
こ
ろ
が
あ

る
。
事
実
を
事
実
と
し
て
、
あ
る
が
ま
ま
に
記
述
し
、
そ
こ
に
価
値
判
断
を
置

か
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
一
つ
の
視
点
た
り
う
る
が
、
ス
ミ

ス
氏
は
そ
の
よ
う
な
視
点
で
歴
史
を
叙
述
し
て
い
る
よ
う
で
も
な
い
。
多
分
、

目
本
に
お
け
る
ス
ミ
ス
氏
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
影
響
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
左
翼
で
あ
る
こ
と
、
も
つ
と
端
的
に
い
え
ぽ
マ
ル
ク
ス
主
義
的
立
場
を

と
る
こ
と
か
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
筆
使
い
に
お
い
て
書
か
れ
て
い
る

点
も
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
か
と
い
つ
て
そ
の
立
場
で
貫
徹
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
。
ス
、
・
・
ス
氏
は
新
人
会
は
第
二
次
大
戦
後
の
わ
が
国
学
生
運
動

に
遺
産
を
残
し
た
と
す
る
が
、
残
さ
れ
た
と
さ
れ
る
遺
産
は
初
期
新
人
会
の
民

主
的
に
し
て
人
道
的
な
学
生
運
動
で
は
な
く
、
後
期
新
人
会
の
非
合
法
的
秘
密

結
社
的
な
活
動
、
組
織
方
法
が
大
部
分
で
あ
つ
た
。
性
急
に
理
想
を
達
成
し
よ

う
と
す
る
戦
後
の
学
生
運
動
は
一
九
六
〇
年
代
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
運
動
に
ま
で

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
。
戦
後
の
労
働
運
動
が
戦
前
の
運
動
と
同
様
に
社
会
の
深

部
に
存
仕
す
る
矛
盾
に
対
す
る
警
鐘
で
あ
る
に
し
て
も
、
戦
後
の
学
生
運
動
は

日
本
の
政
治
・
社
会
改
革
に
対
し
て
好
ま
し
い
ス
タ
イ
ル
で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う

か
　o

一
一
八
　
　
（
六
〇
四
）

　
ス
ミ
ス
氏
は
初
期
新
人
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
種
々
雑
多
で
混
乱
し
て
い
た

と
説
く
。
ス
ミ
ス
氏
は
ま
た
、
民
主
的
、
人
道
的
な
点
か
ら
出
発
し
た
新
人
会

が
、
社
会
民
主
主
義
の
線
を
越
え
て
共
産
主
義
へ
移
行
す
る
が
、
軍
国
主
義
、

戦
争
の
時
代
に
な
る
と
「
転
向
」
し
、
戦
後
は
ま
た
共
産
党
、
社
会
党
に
回
帰

す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
現
象
的
に
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

に
「
混
乱
」
し
て
い
た
と
断
定
す
る
こ
と
や
、
新
人
会
員
が
時
流
に
つ
れ
て
変

化
し
て
い
く
と
い
う
解
釈
だ
け
で
は
、
あ
た
か
も
新
人
会
員
は
精
神
の
定
ま
ら

ぬ
青
年
の
集
合
体
で
あ
り
、
新
人
会
員
は
変
節
漢
の
団
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
か
。
ス
ミ
ス
氏
の
「
混
乱
」
「
転
向
」
、
転
々
向
説
と
、
す

で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
「
新
人
会
員
の
一
生
を
つ
ら
ぬ
き
、
そ
の
大
部
分
の
者

が
道
徳
的
な
潔
癖
さ
を
生
涯
守
り
通
し
て
い
る
。
利
己
主
義
で
、
権
力
欲
が
強

く
、
道
徳
的
に
ル
ー
ズ
、
と
い
つ
た
人
物
は
ま
れ
で
、
他
の
会
員
か
ら
も
例
外

と
評
さ
れ
て
い
る
」
（
一
二
一
頁
）
と
い
う
説
は
矛
盾
す
る
点
が
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
も
し
矛
盾
し
な
い
と
す
る
と
何
故
に
そ
れ
が
矛
盾
し
な
い
か
と
い
う
こ
と

が
解
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
混
乱
」
し
て
い
る
の

で
は
な
い
し
、
「
転
向
」
に
し
て
も
「
転
向
」
に
あ
ら
ず
一
貫
し
た
も
の
が
存

在
し
た
と
い
う
解
釈
を
し
な
く
て
は
、
新
人
会
員
は
精
神
分
裂
症
者
の
集
合
体

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
道
徳
的
に
ル
ー
ズ
で
な
く
利
己
的
で
な
く
、
権
力
欲

も
な
か
つ
た
新
人
会
員
の
「
混
乱
」
と
「
転
向
」
及
び
転
々
向
を
い
か
よ
う
に

解
釈
す
べ
き
な
の
か
。
こ
の
解
釈
こ
そ
大
正
中
期
に
登
場
し
て
き
た
日
本
の
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

年
を
解
明
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
ス
ミ

ス
氏
の
解
釈
が
な
い
。



V

　
最
後
に
本
書
の
本
質
を
い
さ
さ
か
も
損
う
も
の
で
は
な
い
が
、
増
刷
の
時
、

改
め
て
い
た
だ
き
た
い
鍛
疵
に
つ
き
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
1
、
二
九
頁
七
行
目
に
「
一
九
一
五
年
の
四
組
合
が
二
年
後
に
は
一
四
、
さ

ら
に
一
九
一
九
年
に
は
七
一
八
」
と
あ
る
が
「
七
一
八
」
は
コ
八
七
」
の
誤

り
で
あ
ろ
う
。
原
典
に
は
「
七
ご
（
P
8
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
間
違
い
で

あ
る
、

　
2
、
三
四
頁
に
「
一
九
一
九
年
六
月
に
は
『
国
民
講
壇
』
と
い
う
月
二
回
刊

行
の
雑
誌
を
創
刊
」
し
た
が
、
「
『
国
民
講
壇
』
は
財
政
上
の
理
由
で
一
九
一
五

年
九
月
に
六
号
を
発
行
し
た
の
み
で
廃
刊
」
と
あ
る
が
、
創
刊
す
る
前
に
廃
刊

と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
原
典
は
　
「
一
九
一
五
年
六
月
」
（
す
ω
㎝
）
に
創

刊
と
あ
る
。
太
田
雅
夫
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
研
究
』
（
新
泉
社
　
一
九
七
五
年

一
月
一
六
日
）
に
よ
れ
ば
大
正
四
年
六
月
一
五
日
か
ら
大
正
四
年
九
月
一
日
ま

で
『
国
民
講
壇
』
が
発
行
さ
れ
た
と
あ
る
（
二
七
八
頁
）
。

　
3
、
三
七
頁
に
労
学
会
は
一
九
一
七
年
一
二
月
三
日
に
設
立
さ
れ
た
と
さ
れ

な
が
ら
コ
九
一
七
年
三
、
四
月
頃
を
頂
点
と
し
て
急
速
に
活
動
が
衰
え
た
」

と
あ
る
が
、
設
立
さ
れ
る
以
前
に
衰
弱
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
原

典
に
は
こ
の
辺
は
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
。

　
4
、
三
九
頁
に
麻
生
久
は
『
東
京
日
日
新
聞
』
　
一
九
一
八
年
一
月
に
「
七

回
」
に
わ
た
り
「
ピ
ー
タ
ー
よ
り
レ
ー
ニ
ン
迄
」
の
論
説
を
連
載
し
た
と
あ
る

が
七
回
で
は
な
く
「
六
回
」
で
あ
る
。
七
節
か
ら
な
る
論
説
を
六
回
に
亙
り
掲

載
し
た
。
原
典
は
．
．
ω
①
語
昌
－
窓
旨
”
旨
一
。
一
〇
、
．
（
P
占
）
で
あ
る
。
新
聞
に
は

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

つ
ぎ
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
。

e⇔
　
㊧画

　㈲　
㈹

　㈹

　露西亜の

理
想
と
革
命
の
意
義
一
月
二
二
日

　
5
、
四
五
頁
一
行
目
に
　
「
墨
田
春
雄
の
筆
名
（
こ
れ
は
彼
が
生
ま
れ
た
下
町
を

流
れ
る
墨
田
川
去
々
）
」
と
あ
る
が
、
「
隅
田
春
雄
」
及
び
「
隅
田
川
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
細
々
と
し
た
ミ
ス
を
指
摘
し
た
が
再
版
の
折
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
う

た
め
で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
う
し
た
誤
り
は
誰
に
で
も
あ
り
、
本
書
に
お
い
て
も

以
上
五
ケ
所
に
限
ら
な
い
。
最
後
に
、
ス
ミ
ス
氏
は
森
戸
事
件
に
対
し
「
新
人

会
は
抗
議
運
動
に
ほ
と
ん
ど
関
係
し
な
か
つ
た
し
、
穏
健
派
の
学
生
が
組
織
し

た
学
内
集
会
を
援
助
す
る
も
の
さ
え
一
人
も
い
な
か
つ
た
」
（
五
九
頁
）
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
ス
ミ
ス
氏
が
こ
こ
の
部
分
を
書
く
時

の
参
考
文
献
・
資
料
の
選
択
を
誤
つ
た
こ
と
と
、
読
み
が
浅
か
つ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
新
人
会
が
森
戸
事
件
に
関
係
を
も
た
ず
、
学
内
集
会
に
対
し
て

援
助
も
し
な
か
つ
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
新
人
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
集
会
に
会

員
で
も
な
い
森
戸
辰
男
氏
が
出
席
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
上
に
森
戸
氏
は
こ

の
会
合
に
お
い
て
「
森
戸
事
件
の
と
き
は
勿
論
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
、
大
原

社
会
問
題
研
究
所
に
お
り
ま
し
た
と
き
、
ま
た
す
す
み
ま
し
て
政
治
に
で
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
　
（
六
〇
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
一
二
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
一
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
一
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
｝
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
一
七
日

　
　
侵
略
の
冠
と
共
産
の
草
鮭

　
　
軽
馬
車
よ
御
前
は
何
処
に
～

　
　
繋
が
れ
た
る
狂
犬
の
生
声

　
　
革
命
の
先
駆

　
　
断
た
れ
た
鎖

　
　
虚
無
主
義
と
革
命
の
進
行



　
　
　
紹
介
と
批
評

た
と
き
に
も
、
新
人
会
の
か
た
に
は
、
か
げ
に
な
り
ひ
な
た
に
な
り
ほ
ん
と
う

　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
世
話
に
な
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
ス
ミ
ス
氏
の
判
断
と
矛
盾
す
る
。

さ
ら
に
森
戸
氏
自
身
が
、
そ
の
後
、
森
戸
追
放
の
動
き
に
「
対
抗
し
て
新
人
会

は
敢
然
と
し
て
立
ち
上
り
、
森
戸
擁
護
の
旗
印
の
下
に
情
熱
的
な
学
内
運
動
を

展
開
し
た
こ
と
は
、
私
に
深
い
感
銘
を
与
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
新
人
会
と

私
を
結
ぶ
縁
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
古
強
者
で
あ
っ
た
先
輩
の
ひ
と
り
、
林

要
君
が
私
の
隣
り
に
坐
つ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
私
の
感
銘
を
い
ち
だ
ん
と
深

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

め
る
も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
も
ス
ミ
ス
氏
の
見
解
と
対
立
す

る
。　
ス
ミ
ス
氏
の
解
釈
に
対
す
る
疑
問
的
、
小
さ
な
蝦
疵
等
を
あ
げ
た
が
、
そ
の

こ
と
に
よ
り
本
書
の
価
値
は
削
減
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
記
念
碑
的
な
研
究

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
（
一
九
七
八
年
＝
戸
二
五
日
東
京
大
学
出
版
会

一
二
〇
　
　
　
（
六
〇
六
）

四
〇
〇
〇
円
）

　
（
1
）
中
村
勝
範
・
酒
井
正
文
「
新
人
会
成
立
の
背
景
」
（
法
学
研
究
　
第
五
一
巻
第

　
　
五
号
）

　
（
2
）
中
村
勝
範
・
内
川
正
夫
「
『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
の
思
想
』
（
法
学
研
究
　
第
五
二

　
　
巻
第
二
号
）
は
、
新
人
会
の
移
入
し
た
イ
デ
オ
官
ギ
ー
は
混
乱
し
て
い
た
と
い
う

　
　
解
釈
は
皮
相
的
な
見
方
で
は
な
い
か
、
ま
た
新
人
会
員
の
「
転
向
」
と
い
わ
れ
る

　
　
も
の
は
な
ん
で
あ
つ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
解
釈
の
一
端
を
述

　
　
ぺ
た
。

　
（
3
）
石
堂
清
倫
・
竪
山
利
忠
編
『
東
京
帝
大
新
人
会
の
記
録
』
（
経
済
往
来
社
　
昭

　
　
和
五
十
一
年
六
月
一
日
）
二
六
頁

　
（
4
）
森
戸
辰
男
「
黎
明
期
の
新
人
会
」
（
中
央
公
論
　
昭
和
五
一
年
九
月
号
）
　
二
六

　
　
　
二
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
勝
範


